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　町内在住の認定農業者等担い手となる生産
者の後継者（50歳以下）として新規就農した
場合、奨励金として30万円を交付します。

■担い手後継新規就農
　　　　　　　　奨励事業

　町内で「青年等就農5カ年計画」を承認さ
れた認定新規就農者（50歳以下）が経営開始
時にかかった資材費などに対して補助金（上
限30万円）を交付します。

問い合わせ
　役場農林課　農業係
　☎75・8844（直通）　担当　田中　博

■新規就農者経営
　　　　スタート支援事業

新規就農者が担う農業と地域おこし新規就農者が担う農業と地域おこし
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担
い
手
不
足
が
深
刻
な
町
の
農
業

に
お
い
て
、
移
住
に
よ
る
担
い
手
の

確
保
は
、
農
業
・
集
落
・
地
域
の
維

持
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
町
で
は
、
新
規
就
農
者
の
育
成
・

確
保
を
目
的
と
し
て
、
都
内
で
開
催

さ
れ
る
就
農
・
移
住
フ
ェ
ア
へ
の
出

展
や
農
業
体
験
研
修
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
在
、
新
規
就
農
者
と
し
て
営
農

し
て
い
る
人
の
多
く
が
、
こ
の
フ
ェ

ア
を
き
っ
か
け
に
移
住
し
た
人
で

す
。

　
町
内
で
農
業
を
担
っ
て
き
た
認
定

農
業
者
の
数
も
年
々
減
少
し
現
在
43

名
。
後
継
者
対
策
も
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
、
町
で
は
更
な
る
担
い
手

確
保
対
策
と
し
て
、
2
つ
の
事
業
を

創
設
し
ま
し
た
。

　
4
月
か
ら
新
た
に
六
合
の
花
で
1

名
の
新
規
就
農
が
あ
っ
た
ほ
か
、
農

業
分
野
で
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

が
2
名
、
地
域
お
こ
し
活
動
を
開
始

し
て
い
ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

『町農業担い手受入協議会』
　町、JA、研修受入農業者及
び関係機関で組織。
　新規就農相談の窓口をはじ
め、就農フェアや農業体験研
修を開催し、担い手の発掘か
ら育成・確保対策に取り組ん
でいます。

新・農業人フェア新・農業人フェア農業体験研修農業体験研修

町農業担い手受入協議会町農業担い手受入協議会
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　「自分で作った物で生計をたてたい」と
いう思いから農業に興味を持ち、新・農業
人フェアをきっかけに六合地区での就農を
決めました。認定農業者山本久義氏の指導
のもと2年間研修し、今年4月から就農。5
月31日には、アストランティアを初出荷し
ました。「六合の花」産地の一員として頑
張ります。

六合地区花き栽培の新規就農者
石倉一貴さん
いし く ら か ず た か

なかのじょう H30.7 No.６75

　北海道生まれ、北海道育ち。子どもの頃
から虫が大好き。大学で虫の研究したこと
から、虫に関わる職に就くことを決意しま
した。大学院卒業後、養蚕および天蚕で起
業することを目指し移住しました。
　町のイベントやお祭りにも積極的に参加
したいと思います。

養蚕・天蚕の地域おこし協力隊員
渡部佳野子さん

　中之条山の上庭園でお花と虫と鳥と蝶と
山に囲まれ、山の上で活動しています。
　愛知県に居たら経験できないようなこと
の連続ですが毎日元気に楽しくこの中之条
町で暮らしております。中之条山の上庭園
に来てくださる方の笑顔が一人でも増える
ことを願って、これから一日一日を大切
に、お花たちと向き合いながら頑張ってい
きたいと思います。

花のまちづくりの地域おこし協力隊
武内亜美さん

わた な べ か 　 の 　 こ

た け う ち つ ぐ み



平
成
30
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

制
度
の
安
定
化
を
目
指
し
ま
す

　
平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

財
政
運
営
の
責
任
主
体
が
市
町
村
か
ら

都
道
府
県
に
変
わ
り
ま
し
た
。
安
定
的

な
財
政
運
営
や
効
率
的
な
事
業
の
確
保

な
ど
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に
お
け
る

中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
で
、
制
度

の
安
定
化
を
目
指
し
ま
す
。

【
運
営
の
あ
り
方
】

①
都
道
府
県
が
、
該
当
都
道
府
県
内
の

市
町
村
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険

の
運
営
を
担
い
ま
す
。

②
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主
体

と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や
効

率
的
な
事
業
運
営
の
確
保
な
ど
の
国

民
健
康
保
険
の
運
営
に
お
け
る
中
心

的
な
役
割
を
担
い
、
制
度
の
安
定
化

を
図
り
ま
す
。

③
都
道
府
県
が
、
都
道
府
県
内
の
統
一

的
な
運
営
方
針
と
し
て
の
都
道
府
県

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
を
示
し
、

市
町
村
が
担
う
事
務
の
効
率
化
、
標

準
化
、
広
域
化
を
推
進
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
保
険
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
竹
内
芳
如
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からのお知らせ

■平成30年度からの都道府県と市町村の役割
都道府県の主な役割

・財政運営の責任主体
・国保運営方針に基づき、事
業の効率化・標準化・広域
化を推進
・市町村ごとの標準保険税率
を算定・公表
・保険給付費等交付金の市町
村への支払い
都道府県が安定した財政運営
や効率的な事業運営を確保し
ます。

市町村の主な役割
・国保事業費納付金を都道府
県に納付
・資格を管理（保険証などの
発行）
・都道府県が決めた標準保険
税率を決定
・保険税の賦課・徴収
・保険給付の決定・支給
資格管理や保険税の賦課・徴収
等の身近な窓口は、引き続き市
町村です。

　高額な外来診療を受ける場合や入院する場合、
医療費や食事代が減額される制度があります。
　費用を減額するには、申請によって「認定証」
の交付を受ける必要があります。
対象者
①70歳未満の国民健康保険加入者
②70歳以上の国民健康保険および後期高齢者医療
の加入者で住民税が非課税の世帯の人
③70歳以上の国民健康保険および後期高齢者医療
の加入者で現役並み所得世帯の人
※それぞれの制度で世帯の捉え方が違います。
軽減内容
　世帯の住民税課税状況に応じて、医療費の窓口
負担額が限度額までに抑えられます。
　さらに住民税が非課税の世帯の人は、入院時の
食事代と、療養病床入院時の食費と居住費が減額
されます。
※限度額や軽減額の詳細は、問い合わせください。
利用方法
　役場住民福祉課保険係または支所六合振興課住

民福祉係へ申請し、「認定証」の交付を受け、医
療機関へ提示してください。
申請に必要なもの
被保険者証、印鑑、減額認定証（更新の場合）
その他　
　現在交付されている認定証の有効期限は、7月末
日です。国民健康保険加入者で、引き続き減額制
度の適用を希望する人は、改めて申請が必要で
す。後期高齢者医療制度加入者で、引き続き該当
する場合は、申請不要です。認定証は保険証と同
封して郵送されます。
　認定証が提示されず、保険適用分の自己負担額
が上限額を超えた場合は、後日、高額療養費とし
て支給申請することができます。

申し込み・問い合わせ
　役場住民福祉課　保険係

☎75・8819（直通）　担当　宮﨑　烈
　支所六合振興課　住民福祉係

☎95・3111　担当　篠原千登世

国民健康保険・後期高齢者医療の人へ
高額な外来診療や入院時の負担を軽減する「認定証」の申請を
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からのお知らせ

平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
限
度
額
（
医
療
分
）
と
軽
減
基
準
額
が
改
正
さ
れ
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
変
わ
り
ま
せ
ん

　
平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

賦
課
限
度
額
（
医
療
分
）
と
軽
減
基
準

額
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額

が
、
医
療
分
の
み
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

（
表
1
参
照
）
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
う
ち
、

一
人
当
た
り
に
か
か
る
均
等
割
と
一
世

帯
あ
た
り
に
か
か
る
平
等
割
が
、
所
得

に
よ
っ
て
7
割
・
5
割
・
2
割
軽
減
さ

れ
る
際
の
軽
減
基
準
額
が
拡
充
さ
れ
ま

す
。
今
回
の
改
正
に
よ
り
5
割
と
2
割

の
軽
減
基
準
額
が
拡
充
さ
れ
ま
す
（
表

2
参
照
）
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
保
険
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
竹
内
芳
如

　
役
場
税
務
課
　
保
険
税
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
0
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
福
田
由
香

　国民年金保険料を納めることが困難な場合には、所得審査などを受けることで、保険料
が免除される制度や納付が猶予される制度があります。保険料の免除、納付猶予の承認期
間は、毎年6月で切れてしまいます。引き続き希望する場合は、忘れずに申請の手続きを
してください。
※一部継続申請の該当になっている人を除きます。
問い合わせ
　役場住民福祉課　年金係　　　☎75・8819（直通）　担当　宮﨑真弓
　支所六合振興課　住民福祉係　☎95・3111　　　　　担当　中澤やす子

国民年金保険料免除の申請は毎年必要です

■表2　国民健康保険税の軽減基準額の計算方法

■表1　税率・賦課限度額等

（7割軽減基準は、これまでどおり33万円です。）

２割軽減
基準額の
計算方法

前年比

据え置き

据え置き

据え置き

4万円

据え置き

据え置き

据え置き

据え置き

据え置き

据え置き

据え置き

据え置き

平成30年度

7.00％

24,000円

21,200円

58万円

2.80％

9,200円

8,400円

19万円

2.20％

8,500円

8,000円

16万円

所　得　割

均　等　割

平　等　割

賦課限度額

所　得　割

均　等　割

平　等　割

賦課限度額

所　得　割

均　等　割

平　等　割

賦課限度額

　　　　　　区　　分

医　療　分

（0～74歳）

後期高齢者

支援金分

（0～74歳）

介　護　分

（40～64歳）

平成30年度

平成29年度

＋

＋

50万円

49万円

×

×

（被保険者数

（被保険者数

＋

＋

特定同一世帯所属者数 ※） 
 
特定同一世帯所属者数 ※）

基礎控除額
（33万円）
基礎控除額
（33万円）

※国民健康保険制度から後期高齢者医療制度へ移行した人で、後期高齢者医療制度の被保険者となった
　後も継続して同一の世帯に属する人。

５割軽減
基準額の
計算方法

平成30年度

平成29年度

＋

＋

27.5万円

27万円

×

×

（被保険者数

（被保険者数

＋

＋

特定同一世帯所属者数 ※） 
 
特定同一世帯所属者数 ※）

基礎控除額
（33万円）
基礎控除額
（33万円）



福
祉
医
療
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
町
と
県
が
支
払
い
ま
す

　
「
福
祉
医
療
制
度
」
は
、
中
学
校
卒

業
ま
で
の
子
ど
も
や
、
重
度
心
身
障
が

い
者
・
障
が
い
児
、
母
子
家
庭
・
父
子

家
庭
の
親
と
子
等
に
対
し
、
保
険
対
象

と
な
る
医
療
費
の
う
ち
、
本
来
な
ら
自

己
負
担
と
な
る
額
を
、
町
と
県
が
支
払

う
制
度
で
す
。

　
受
給
対
象
者
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
該
当
し
て
い
る
の
に
「
受
給
資
格

者
証
」
（
ピ
ン
ク
の
カ
ー
ド
）
が
交
付

さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
役
場
窓
口
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も

　
生
ま
れ
て
か
ら
中
学
校
を
卒
業
す
る

年
の
3
月
31
日
ま
で
の
子
ど
も

※
通
常
は
、
出
生
届
ま
た
は
転
入
届
提

出
時
に
「
受
給
資
格
者
証
」
を
交
付

し
ま
す
。

重
度
心
身
障
が
い
者
・
障
が
い
児

　
心
身
に
障
が
い
を
持
ち
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

・
障
害
基
礎
年
金
の
1
級
を
受
け
て
い

る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
1
級
ま
た
は
2

級
を
受
け
て
い
る
人

・
療
育
手
帳
の
A
判
定
を
受
け
て
い
る

人
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
1
級
を
受
け

て
い
る
人

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
等

　
母
子
・
父
子
家
庭
の
親
と
子
ど
も
、

お
よ
び
両
親
の
い
な
い
子
ど
も

※
子
ど
も
の
年
齢
18
歳
ま
で
が
該
当
し

ま
す
（
今
年
度
中
に
18
歳
に
な
る
場

合
は
、来
年
3
月
31
日
ま
で
該
当
）。

※
母
子
・
父
子
家
庭
は
、
親
と
子
ど
も

の
所
得
税
額
が
、
3
万
円
を
超
え
る

場
合
は
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

【
中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
】

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
少
子
化
・
子
育

て
対
策
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
島
村
弘
志

　
支
所
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
千
登
世

【
重
度
心
身
障
が
い
者
・
障
が
い
児
】

【
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
等
】

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
福
祉
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
8
（
直
通
）

      

　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
島
和
茂

　
支
所
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

   

　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
千
登
世

「
受
給
資
格
者
証
」を
持
っ
て
い
る
人
へ

　
次
の
場
合
は
、
有
効
期
間
に
関
わ
ら

ず
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
役
場

担
当
窓
口
へ
「
受
給
資
格
者
証
」
を
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

・
町
外
へ
転
出
し
た
と
き

・
受
給
資
格
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
と
き

　
ま
た
、
次
の
場
合
は
「
受
給
資
格
者

証
」
の
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
役
場
担
当
窓
口
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き

・
町
内
で
転
居
し
た
と
き

6

からのお知らせ
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後
期
高
齢
者
医
療

の
保
険
証
の
更
新

8
月
1
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
に

　
8
月
1
日
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証
」
が
更
新
さ
れ
ま
す
。
新

し
い
保
険
証
は
緑
色
の
封
筒
に
入
れ
て

7
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　
今
ま
で
の
保
険
証
は
、
8
月
以
降
使

え
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
役
場
に
返
還

す
る
か
、自
分
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
年
金
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
森
田
久
美

　
支
所
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
や
す
子

見 本

見 本
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からのお知らせ

介
護
保
険
施
設
を
利
用
し
た
時
の

食
費
・
居
住
費
を
減
額
し
ま
す

対
象
施
設
へ「
負
担
限
度
額
認
定
証
」を
提
示
す
る
こ
と
で
減
額
に
な
り
ま
す

　
介
護
保
険
で
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
時
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ

た
費
用
の
ほ
か
、
「
食
費
」
や
「
居
住

費
」
、
「
日
用
品
費
」
な
ど
の
負
担
が

生
じ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
「
食
費
」
と
「
居
住
費
」

に
つ
い
て
は
、
対
象
施
設
へ
「
負
担
限

度
額
認
定
証
」
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
減
額
さ
れ
ま
す
。

認
定
の
対
象
と
な
る
条
件

・
世
帯
全
員
の
住
民
税
が
非
課
税
で
あ

る
こ
と

・
預
貯
金
な
ど
が
、
配
偶
者
が
い
る
場

合
は
合
計
2
千
万
円
以
下
、
い
な
い

人
は
1
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

（
表
1
参
照
）

※
配
偶
者
と
世
帯
が
分
か
れ
て
い
る
人

も
、
配
偶
者
の
所
得
が
勘
案
さ
れ
ま

す
。

※
不
正
行
為
に
は
、
給
付
し
た
額
の
返

還
に
加
え
、
給
付
額
の
最
大
2
倍
の

加
算
金
が
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
利
用
者
負
担
第
4
段
階
は
食
費
・
居

住
費
の
減
額
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

が
、
高
齢
夫
婦
世
帯
な
ど
で
世
帯
員

の
一
人
が
施
設
入
所
し
た
こ
と
に
よ

り
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
る
世
帯
員
が

生
計
困
難
と
な
る
場
合
は
、
食
費
・

居
住
費
を
利
用
者
負
担
第
3
段
階
の

負
担
限
度
額
に
認
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
表
2
参
照
）
。

申
請
方
法

　
役
場
住
民
福
祉
課
介
護
保
険
係
ま
た

は
支
所
六
合
振
興
課
に
、
介
護
保
険

証
・
印
鑑
・
通
帳
な
ど
の
写
し
を
持
参

し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
認
定
証
は

申
請
月
の
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

申
請
内
容
の
審
査
に
は
、
時
間
が
か
か

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
施
設
サ
ー
ビ
ス

・
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
）

・
介
護
老
人
保
健
施
設

・
介
護
療
養
型
医
療
施
設

・
介
護
医
療
院

・
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
関
　
勇
也

　
支
所
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係
　

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
千
登
世

■表1　預貯金の範囲

■表2　第4段階特例減額対象要件
特例減額措置の要件（全てを満たす）

①その属する世帯の構成員の数が2以上（施設入所により世帯が分かれた場合は、なお同
一世帯とみなす②～⑤において同じ）

②介護保険施設（および地域密着型介護老人福祉施設）に入院・入所し、利用者負担第4段
階の食費・居住費を負担

③世帯の年間収入から施設の利用者負担（定率負担、食費、居住費等）の見込額を除いた額が80万円以下
・世帯：施設入所に当たり世帯分離した場合でも、世帯の年間収入は従前の世帯構成員の収入で計算
・収入：公的年金等の収入金額+合計所得金額（雑所得を計算するうえでは、公的年金等に
係る雑所得を算入しない）
・施設の利用者負担：特例減額措置の申請の際に入所する施設の定率負担・食費・居住費等
の見込額を計算　
④世帯の現金、預貯金等の額が450万円以下
　（預貯金等には有価証券、債券等も含まれる）
⑤世帯がその居住の用に供する家屋その他日常生活のために必要な資産以外に利用しう
る資産を有していない
⑥介護保険料を滞納していない

備　　　考
高齢夫婦世帯を念頭においているが、当該世帯
に限られない（年齢用件は定めない）
施設入所に当たり世帯分離し、第3段階以下にな
る場合は適用されない
短期入所（ショートステイ）については適用されない

○所得証明書の提出または収入についての申告
○源泉徴収票、年金支払通知書、確定申告の写
し、その他収入を証する書類、施設の契約書の
写しを添付

○現金、預貯金の申告・通帳の写しを添付
○有価証券等についての申告
○世帯がその他利用しうる資産を有していない
ことを申告

　　　　　　　　種　　　類

預貯金(普通・定期）

有価証券(株式・国債・地方債・社債など）

金・銀（積立購入を含む）など購入先の口座残高
によって時価評価額が容易に把握できる貴金属

投資信託

タンス預金（現金）
負債（借入金・住宅ローンなど）
※生命保険/自動車/貴金属（腕時計・宝石など、時価評価額の把握が困難なもの）/
　その他高価な価値のあるもの（絵画・骨董品・家財など）については対象外

　　　　　　　確認方法
通帳の写し（インターネットバンキングであ
れば口座残高ページの写し）
証券会社や銀行の口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）
購入先の銀行等の口座残高の写し
（ウェブサイトの写しも可）
銀行、信託銀行、証券会社等の口座残高の写
し（ウェブサイトの写しも可）
自己申告
借用証書など

なかのじょう H30.7 No.６75



問い合わせ
　役場住民福祉課　福祉係
　☎75・8818（直通）
　担当　桜井真理・唐澤つぎ子

しゅ ちわしゅ ちわ

今月の今月の

『得意』 『苦手』

右手の親指と小指を立て、親指を鼻から上方ななめ前へ出す 右手掌を顔に向け、指先で鼻を押さえる

平
成
30
年
8
月
か
ら

高
額
療
養
費
の
上
限

額
が
変
わ
り
ま
す

70
歳
以
上
の
み
な
さ
ま
へ

　
高
額
療
養
費
制
度
は
、
ひ
と
月
に
支

払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、
決
め

ら
れ
た
上
限
額
を
超
え
た
場
合
に
、
上

限
額
を
超
え
て
支
払
い
し
た
分
を
払
い

戻
す
制
度
で
す
。
上
限
額
は
個
人
も
し

く
は
世
帯
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
平
成
30
年
8
月
か
ら
70
歳
以
上
の
人

の
上
限
額
が
変
わ
り
ま
す
（
表
1
参

照
）
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
年
金
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
1
9
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
森
田
久
美

　
支
所
六
合
振
興
課
　
住
民
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
☎
9
5
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
千
登
世

8

からのお知らせ

■表1　8月1日からの高額療養費自己負担限度額

※1　世帯収入の合計額が520万円未満（1人世帯の場合は383万円未満）の場合や「旧ただし書所得」の合計が210万円以下の場合も含みます。
※2　過去12カ月以内に3回以上、上限に達した場合、4回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
※3　住民税非課税世帯の方については、従来どおり限度額適用・標準負担額減額認定証を交付します。

外来+入院
（世帯ごと）
80,100円＋

（医療費－267,000円）
×1%

〈多数回44,400円〉
※2

57，600円
〈多数回44，400円〉

※2
24,600円
15,000円

外来
（個人ごと）

57,600円

14，000円
（年間上限
144，000円）

8,000円

適用区分　　

課税所得
145万円以上の方

課税所得
145万円未満の方※1
Ⅱ住民税非課税世帯
Ⅰ住民税非課税世帯

（年金収入80万円以下など）

現
役
並
み

新
た
に
限
度
額
認
定
証
を
申
請一

般

住
民
税

非
課
税

外来+入院
（世帯ごと）

57，600円
〈多数回44，400円〉

※2
24,600円
15,000円

252，600円＋（医療費－842，000円）×1%
〈多数回140，100円〉※2
167，400円＋（医療費－558，000円）×1%
〈多数回93，000円〉※2
80，100円＋（医療費－267,000円）×1%
〈多数回44，400円〉※2

外来
（個人ごと）

18，000円
（年間上限
144，000円）

8,000円

適用区分　　

課税所得
690万円以上の方
課税所得

380万円以上の方
課税所得

145万円以上の方
課税所得

145万円未満の方※1
Ⅱ住民税非課税世帯※3
Ⅰ住民税非課税世帯※3
（年金収入80万円以下など）

なかのじょう H30.7 No.６75

『 得 意 ・ 苦 手 』
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犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
を
実
施
し
ま
す

　
法
務
省
主
唱
の
〝
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
〞
の
強
調
月
間
が
7
月
1
日
か

ら
1
か
月
間
全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
ま

す
。

　
今
年
で
68
回
目
を
迎
え
る
こ
の
運
動

は
、
全
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防

止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る

全
国
的
な
運
動
で
す
。
罪
を
犯
し
た
人

の
立
ち
直
り
に
は
、
地
域
の
理
解
と
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
そ
れ
を
受
け
、
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
中
之
条
町
推
進
委
員
会
」
で

は
、
今
年
の
運
動
の
重
点
事
項
と
し

て
、
次
の
5
つ
を
定
め
ま
し
た
。

①
出
所
者
等
の
事
情
を
理
解
し
た
上
で

雇
用
す
る
企
業
の
数
を
増
や
す
こ
と

②
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、
刑
務

所
か
ら
社
会
に
戻
る
人
の
数
を
減
ら

す
こ
と

③
薬
物
依
存
か
ら
の
回
復
と
社
会
復
帰

を
長
期
的
に
支
え
る
地
域
の
環
境
を

作
る
こ
と

④
犯
罪
を
し
た
高
齢
者
・
障
が
い
者

が
、
社
会
復
帰
に
必
要
な
支
援
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
作
る
こ
と

⑤
非
行
少
年
等
が
学
び
を
継
続
で
き
る

環
境
を
作
る
こ
と

　
保
護
司
会
や
更
生
保
護
女
性
会
を
中

心
に
、
区
長
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
の

協
力
で
、
パ
レ
ー
ド
開
催
を
は
じ
め
と

し
た
広
報
活
動
や
募
金
活
動
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
更
生
保
護
女
性
会

　
幼
稚
園
児
に
「
折
り
紙
コ
マ
」
、
小

学
生
に
「
し
お
り
人
形
」
、
中
学
生
に

「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
を
配
布
し
ま

す
。

　
こ
れ
ら
に
は
「
ダ
メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
！

愛
す
る
自
分
を
大
切
に
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
9

日　 時　7月8日（日）15時～
会　　場　ツインプラザ交流ホール
講　　師　小児科医 田澤雄作さん
演　　題　世界一寂しい自尊心の低い「笑顔のない大人になれない」日本

の子どもたち～蔓延する不適切な養育環境がその源
入 場 料　無料　　　定　　員　190名
申込方法　下記へ電話で申し込みください。

田澤雄作医師プロフィール
1972年東北大学医学部卒業。仙台赤十字病院小児科医療センター小児内科部長、宮城
県南中核病院診療部長兼小児科長などを経て2007年国立病院機構仙台医療センター
総合成育・小児科部長。2013年に退職し、現在は同センター非常勤医師。2017年12月よ
りネット健康問題啓発者養成全国連絡協議会共同代表。他にも多くの委員会などに名前
を連ね、幅広く活躍されており、子どもの不適切な養育環境を警鐘する啓発活動を続けて
います。

アウトメディア推進委員会だより③
考
え
よ
う

　
メ
デ
ィ
ア
の
メ
リ
ッ
ト

　
　
　
　
　 

デ
メ
リ
ッ
ト

アウトメディア講演会開催！
～子どもたちが生きる土台をしっかり作るために
　　　　　　　　　　　　大人たちは何をするべきか～
　臨床歴40年の小児科医が提言します！

中
島
莉
子
さ
ん
の
標
語

申し込み・問い合わせ　中之条町アウトメディア推進委員会事務局（教育委員会生涯学習課内）　
　　　　　　　　 　　☎76・3111　担当　金子佳代子

たざわゆうさく
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からのお知らせ

【イベント】　
〇町民花壇コンテスト表彰式
〇お笑いライブ「アンカンミンカン」
〇大道芸「サンキュー手塚」
〇「羽田リサ」ライブ
〇町観光大使「Ryu　Miho」ライブ
〇それいけ！アンパンマンショー
　　1回目　11時40分～
　　2回目　14時40分～
〇気球体験　8時～11時　1人500円
　（強風の場合は中止）
〇人力車に乗ろう！　1人300円
　　10時～12時／13時～15時　
〇中之条町「食の祭典」　　など　

【ワークショップ】
〇草木染め・藍の生葉染めなど　1,000円～
〇陶芸体験　2,000円～
〇ピザづくり　1,000円（限定20食）
〇木工教室　200円（先着20名）
〇押し花体験　300円
〇なかのんこけしづくり　500円～
〇クラフト作品展示
※木工教室の受付8時30分～12時
　のこぎり、かなづちを持参してください。　
◎無料巡回バスが運行します
【運行時間】9時～16時
　バイテック文化ホール　　　中之条ガーデンズ
　中之条町役場　　　　　　　（イベント会場）

花のまちづくり⑥

なかのじょう H30.7 No.６75

スパイラルガーデンスパイラルガーデン

なかのんこけしなかのんこけし

大網白里市姉妹都市締結
40周年記念

「押し花交流展覧会」開催中！

日　　時　6月30日（土）～7月15日（日）
　　　　　9時～17時
会　　場　中之条ガーデンズ 花みどり館2F
参加団体　押し花クラブ・大網押し花会

問い合わせ　中之条ガーデンズ　☎75・7111

第24回 全国花のまちづくり中之条大会　　7月21日（土）～23日（月）

中之条ガーデンズ

日　時　7月22日　9時～16時
会　場　中之条ガーデンズ　

花フェスタ夏2018 開催！

同時
開催

  日　時　7月21日（土）12時30分～　式典　　　会　場　バイテック文化ホール
〇オープニングアトラクション　〇全国優秀事例 事例発表　〇パネルディスカッション　
　【パネリスト】塚本こなみさん（あしかがフラワーパーク大藤移植責任者・樹木医）
　　　　　　　　吉谷桂子さん（ガーデンデザイナー）
　　　　　　　　河合伸志さん（横浜イングリッシュガーデンスーパーバイザー）
※申込不要で参加できます。駐車場が限られますので、乗り合わせで来場ください。
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写真はいずれも前回 2016 年の様子

吉澤指物店による生活工芸品の制作体験吉澤指物店による生活工芸品の制作体験

HANDLER Inc. による刺繍の制作体験HANDLER Inc. による刺繍の制作体験

工房浪漫館によるステンドグラスの制作体験工房浪漫館によるステンドグラスの制作体験

十文字工房による鉄製品の制作体験十文字工房による鉄製品の制作体験

温泉郷クラフトシアター 2018
7月 14 日（土）から 22日（日）までの 9日間

２７種類の体験やアクティビティ、展示や販売を用意してお待ちしています。
誰でも必ず満足できる制作体験（ワークショップ）が見つかるはずです。
見学だけでも楽しめますので、気軽に会場に足を運んでください。
なお、来場の際は桐の木平駐車場か山口駐車場を利用し、そこから会場へは徒歩
でお越しください。（歩行での移動困難な方のみ旧第三小学校への駐車が可能です）
　問い合わせ　役場観光商工課  観光地域づくり係　
　　　　　　　電話７５・８８４８（直通）　　担当　中沢　一

27組の出展者
yoga WAGANCE（ヨガ）　ステンドグラス工房浪漫館（ステンドグラス）　大堀由里（七宝焼）
工房無限大（陶芸）   行松啓子（染織・手織）　ieya（雑貨・飲食）
チェンソーアート奥利根（チェンソーアート）　M’ s palettte（フラワー &アロマ）
十文字工房（鉄）　marsa*（アクセサリー 造形）
MIRAI SEKI（テキスタイル プリント）　絹糸工芸家たゆたふ（絹糸アクセサリー）
森乃手仕事家（革）　あおきとうこの手織りもの（織物）
HANDLER Inc.（刺繍）　jalan jalan（タイダイ染）　だるま屋さく（だるま絵付）
うた種（手芸）　吉澤指物店（生活工芸）　三時（金工）svarna（キャンドル）
山のめ組（アート）　岡安賢一（映像）　KOTOARIKI citta（飲食）
木ばらし工房（木工）　LAKEWALK（カヌーツアー）　One Drop（トレッキングツアー）
 

時間  10 時から 17 時まで（会期中無休・観覧無料）
会場  四万温泉地内（旧第三小学校ほか７会場）　

２年に一度開催の
27人の手仕事作家による

楽しいワークショップのイベントです！
スタンプラリーも開催します。

※体験（ワークショップ）には出展者毎に体験料が必要です。また予約が必要な体験があります。
　予約受付は四万温泉協会です。詳細は電話で問い合わせてください。（電話６４・２３２１）

大黒屋

第三小学校

木ばらし工房

旧まりや

旧木𡋗薬局

工房無限大

中屋

Ｐ

Ｐ

桐の木平駐車場

四万温泉協会四万温泉協会

急坂・車両
の進入禁止
急坂・車両
の進入禁止

月見橋月見橋

落合通り落合通り

山口駐車場

四万温泉地内
会場案内図

353
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Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
町
で
は
、
平
成
31
年
4
月
に
採

用
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

＊
一
般
事
務
　
若
干
名

＊
保
育
士・幼
稚
園
教
諭
　
若
干
名

＊
保
健
師
　
若
干
名

受
験
資
格

＊
一
般
事
務

 

昭
和
63
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

13
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等

学
校
等
を
卒
業
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
平
成
31
年
3
月
に
卒
業
見
込

み
の
人

＊
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭

　
昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
育
士
お
よ
び
幼

稚
園
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
か
、

平
成
31
年
3
月
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人

＊
保
健
師

 

昭
和
63
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
資
格
を

有
す
る
か
、
平
成
31
年
3
月
ま
で

に
取
得
見
込
み
の
人

試
験
日
・
内
容

▽
第
一
次
試
験
　
9
月
16
日（
日
）

　
公
務
の
職
業
生
活
へ
の
適
応
性

に
つ
い
て
の
適
性
検
査
お
よ
び
職

員
と
し
て
必
要
な
一
般
的
教
養
・

知
識
・
知
能
に
つ
い
て
の
択
一
式

筆
記
試
験

▽
第
二
次
試
験

10
月
下
旬
〜
11
月
中
旬

   

面
接
試
験
・
適
性
検
査
（
一
次

試
験
合
格
者
に
通
知
し
ま
す
）

会
　
場

▽
一
・
二
次
試
験

役
場
2
階
会
議
室

申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
に
用
意

し
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
8
月
6
日
（
月
）
ま
で

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
土・日
曜
日・祝
日
は
除
き
ま
す
。

＊
受
付
時
間
は
、
8
時
30
分
か
ら

17
時
15
分
で
す
。

＊
郵
送
申
込
は
、
簡
易
書
留
で
8

月
6
日
（
月
）
の
消
印
有
効
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　
役
場
総
務
課
　
行
政
係

　
☎
7
5
・
8
8
0
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
水
出
浩
之

受
験
資
格

＊
警
察
官
A
（
男
・
女
）
第
2
回

①
昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除

く
）
を
卒
業
し
て
い
る
人
ま
た

は
、
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人

②
人
事
委
員
会
が
①
に
掲
げ
る
人

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
人

＊
警
察
官
A（
武
道
指
導
）第
2
回

　
警
察
官
A
の
資
格
に
加
え
、
柔

道
3
段
以
上
（
講
道
館
認
定
）
ま

た
は
、
剣
道
3
段
以
上
（
全
日
本

剣
道
連
盟
認
定
）
の
資
格
を
有

し
、
か
つ
高
校
生
以
上
に
お
い
て

全
日
本
柔
道
連
盟
、
全
日
本
剣
道

連
盟
な
ど
が
主
催
し
て
行
う
全
国

大
会
・
地
区
大
会
な
ど
に
出
場
、

ま
た
は
県
大
会
3
位
以
内
の
実
績

（
団
体
戦
へ
の
登
録
を
含
む
）
が

あ
る
こ
と

＊
警
察
官
B
（
男
・
女
）

　
昭
和
60
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

13
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
警
察
官
A
の
受
験
資
格
に
該

当
し
な
い
人

試
験
日

第
1
次
試
験
　
9
月
16
日
（
日
）

第
2
次
試
験
　
10
月
上
旬
〜
中
旬

申
込
期
間

○
郵
送
の
場
合
　
7
月
23
日（
月
）

〜
8
月
10
日
（
金
）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

7
月
23
日（
月
）〜
8
月
9
日（
木
）

※
試
験
案
内
（
申
込
書
）
は
、
6

月
29
日
（
金
）
よ
り
県
内
各
警

察
署
、
県
内
各
行
政
県
税
事
務

所
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法

　
郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
吾
妻
警
察
署
　
警
務
課

☎
6
8・0
1
1
0（
内
線
2
1
1
）

　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
暮
ら
す
た

め
に
、
吾
妻
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

や
町
栄
養
士
な
ど
に
よ
る
、
転
ば

な
い
た
め
の
身
体
づ
く
り
教
室

（
転
倒
予
防
教
室
）を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
8
月
23
日
（
木
）
・
9

月
4
日
（
火
）
・
20
日
（
木
）

10
月
2
日
（
火
）
（
全
4
回
）

10
時
〜
11
時
30
分（
受
付
9
時
45
分
）

会
　
場
　
中
之
条
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
転
ば
な
い
た
め
の
身
体

を
つ
く
る
た
め
の
講
話
や
体
操

定
　
員
　
65
歳
以
上
の
町
民
20
名

（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込
期
間
　
7
月
10
日
（
火
）
〜

31
日
（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
介
護
予
防

係
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
7
5
・
8
8
3
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
篠
原
寛
子

　
大
自
然
の
中
で
A
L
T
と
一
緒

に
キ
ャ
ン
プ
を
し
、
生
き
た
英
語

に
触
れ
、
英
語
の
楽
し
さ
を
味
わ

う
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

対
　
象
　
小
学
校
5
年
生
〜
中
学
生

場
　
所
　
野
反
湖
キ
ャ
ン
プ
場

（
バ
ン
ガ
ロ
ー
泊
）

日
　
程
　
8
月
6
日
（
月
）
〜
7

日
（
火
）
1
泊
2
日

費
　
用
　
2
0
0
0
円

定
　
員
　
30
名
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法
　
7
月
5
日
（
木
）
ま

で
に
「
参
加
者
募
集
の
お
知
ら

せ
」
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課
　

学
校
教
育
係

　
☎
7
5
・
8
8
5
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
生
巣
孝
子

　
　
　

職
員
募
集

募
　
集

中
之
条
町
職
員
採
用
試
験

警
察
官
採
用
試
験

転
倒
予
防
教
室

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ・

　
　
サ
マ
ー・キ
ャ
ン
プ
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Information

　
今
年
も
地
球
温
暖
化
対
策
の
一

貫
と
し
て
、
ま
た
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
の
た
め
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」コン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

対
　
象
　
個
人
お
よ
び
団
体
（
事

業
所
や
店
舗
、
学
校
な
ど
）

申
込
方
法

　
7
月
31
日
（
火
）
ま
で
に
参
加

申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
町
保
健
セ
ン
タ

ー
ま
た
は
六
合
支
所
に
あ
り

ま
す
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
け
付

け
ま
す
。

そ
の
他

　
参
加
者
に
は
、
カ
ー
テ
ン
づ
く

り
報
告
書
を
後
日
送
付
し
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
9
月

28
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
環
境
課
　
環
境
衛
生
係

　
☎
7
5
・
8
8
3
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
木
暮
駿
希

　
郡
内
で
行
わ
れ
る
「
ぐ
ん
ま
ち

ゃ
ん
の
思
い
出
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
2
」
に
お
い
て
、
ス
タ
ン

プ
台
紙
持
参
者
に
特
典
を
提
供
で

き
る
協
力
店
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
協
力
店
の
情
報
は
、
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
期
間
中
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

募
集
要
項

①
店
舗
名

②
特
典
内
容
（
割
引
・
大
盛
り
無

料
な
ど
）

③
住
所
・
電
話
番
号

④
営
業
時
間
・
定
休
日

開
催
期
間

7
月
1
日
（
日
）
〜

11
月
4
日
（
日
）

申
し
込
み

　
役
場
観
光
商
工
課
　
観
光
係

　
☎
2
6
・
7
7
2
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
柾
志

問
い
合
わ
せ

　
県
吾
妻
行
政
県
税
事
務
所

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
3
0
1

　
　
　
　
　
　
担
当
　
星
野
靖
治

　
中
之
条
大
学
で
は
、
中
之
条
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
作
家
を
講
師
に
迎

え
、
親
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
7
月
29
日
（
日
）

①
午
前
の
部
　
9
時
〜
12
時

②
午
後
の
部
　
13
時
〜
16
時

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

対
　
象
　
小
学
生
と
そ
の
親

講
　
師
　
①
齋
木
三
男
さ
ん

　
　
　
　
②
水
野
暁
さ
ん

内
　
容

①
多
胡
石
（
上
毛
三
碑
で
あ
る
多

胡
碑
と
同

じ
石
）
と

い
う
砂
岩

に
ノ
ミ
と

ト
ン
カ
チ

で
名
前
を

彫
り
ま
す
。

②
親
子
で
お
互
い
を
見
た
り
、
触

れ
合
っ
た
り
し
な
が
ら
、
お
互

い
の
絵
を
描
き
ま
す
。

費
　
用
　
無
料

定
　
員
　
①
先
着
親
子
8
組

　
　
　
　
②
先
着
親
子
10
組

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
申
込
時
に
希
望
の
内
容

を
指
定
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
事
業
は
、
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
中
之
条
町
推
進

委
員
会
と
の
共
催
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
林
陽
祐

日
　
時
　
8
月
2
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
3
日
（
金
）

9
時
〜
16
時
30
分
（
両
日
と
も
）

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
O
A
学
習
室

対
象
者
　
郡
内
在
住
者
お
よ
び
教

職
員
・
社
会
教
育
関
係
団
体
な
ど

定
　
員
　
15
名

参
加
費
　
無
料

内
　
容

①
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
操
作
お
よ
び

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
画
像
編
集

な
ど

②
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
製
作
技
術
な
ど
の

講
習

③
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
技
術
講
習

※
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会
を

受
講
す
る
と
、
16
ミ
リ
映
写
機

操
作
技
術
者
認
定
証
が
授
与
さ

れ
ま
す
。

申
込
期
限
　
7
月
20
日
（
金
）

申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
主
催
　
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興

整
備
組
合

※
主
管
　
郡
視
聴
覚
教
育
技
術
者

連
盟

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組

合
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
4
7
0
0

　
　
　
　
　
FAX
7
6
・
3
0
6
0

　
　
　
　
　
担
当
　
萩
原
・
小
池

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
夏
休

み
に
自
主
学
習
に
取
り
組
め
る
環

境
を
提
供
す
る
た
め
、
学
習
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
頑
張
る
こ
ど
も

た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

会
場
・
期
日

・
六
合
公
民
館
　
8
月
2
日（
木
）

・
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
　
8
月
7
日

（
火
）
〜
10
日
（
金
）

時
　
間
　
9
時
〜
12
時

　
　
　
（
参
加
時
間
は
自
由
）

費
　
用
　
無
料

教
　
材
　
各
自
持
参

申
込
方
法

　
こ
ど
も
未
来
課
お
よ
び
六
合
支

所
に
用
意
し
て
あ
る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課
　

学
校
施
設
係

　
☎
7
5
・
8
8
2
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
林
暁
彦

13

中
之
条
大
学

親
子
の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」

コ
ン
テ
ス
ト

「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
の

思
い
出
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
2
」協
力
店
募
集

視
聴
覚
機
材
操
作
講
習
会

夏
休
み
の
勉
強
お
助
け
隊

なかのじょう H30.7 No.６75



14

　
町
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協

議
会
で
は
、
夏
休
み
手
作
り
体
験

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
中
之
条
会
場
】

日
　
時
　
8
月
5
日
（
日
）

　
　
　
　
11
時
〜
12
時
30
分

会
　
場
　
ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ

ー
つ
む
じ
　
交
流
ホ
ー
ル

※
当
日
は
歩
行
者
天
国
と
な
る
た
め

駐
車
場
は
役
場
を
利
用
く
だ
さ
い
。

【
六
合
会
場
】

日
　
時
　
8
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　
15
時
30
分
〜
17
時

会
　
場
　
六
合
こ
ど
も
園

【
共
通
事
項
】

内
　
容
　
ジ
ャ
ン
ピ
ン
グ
う
さ

ぎ
・
輪
ゴ
ム
て
っ
ぽ
う
・
傘
ふ
く

ろ
飛
行
機

費
　
用
　
無
料

定
　
員
　
30
名

対
　
象
　
小
学
校
6
年
生
ま
で
の

子
ど
も
（
小
学
校
3
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

申
込
方
法

　
7
月
17
日
（
火
）
か
ら
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
担
当
　
宮
﨑
　
麻
未

　
中
之
条
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

は
、
子
ど
も
向
け
の
粘
土
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

　
カ
ラ
フ
ル
で
か
わ
い
ら
し
い
作

品
で
話
題
の
粘
土
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

デ
ザ
イ
ナ
ー
お
ち
ゃ
っ
ぴ
先
生

が
、作
り
方
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日
　
時
　
8
月
18
日
（
土
）

①
午
前
の
部
　
10
時
〜
12
時

②
午
後
の
部
　
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
15
時
30
分

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

対
　
象
　
幼
児
・
児
童
（
6
歳
以

下
は
要
保
護
者
同
伴
）

内
　
容

①
ア
ザ
ラ
シ
缶
の
制
作

②
ペ
ン
ち
ゃ
ん
と
ピ
ヨ
ち
ゃ
ん
の

制
作

　　

費
　
用
　
無
料

定
　
員
　
各
先
着
40
名

申
込
方
法
　
7
月
23
日
（
月
）
10

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
時
に
希
望
の
内
容
を
指
定
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
内
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

　
　
　
　
　
　
担
当
　
小
林
陽
祐

　
中
之
条
山
の
会
の
会
員
が
案
内

す
る
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

　
今
回
の
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
八
王

子
市
に
あ
る
高
尾
山
へ
登
り
、
高

尾
山
薬
王
院
な
ど
を
観
な
が
ら
歩

き
ま
す
。

日
　
時
　
7
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
5
時
役
場
集
合

場
　
所
　
高
尾
山（
標
高
5
9
9
m
）

※
表
参
道
コ
ー
ス（
1
号
路
予
定
）

参
加
費
　
8
0
0
0
円
（
バ
ス

代
、
高
速
代
諸
費
用
）

定
　
員
　
先
着
40
名

参
加
方
法
　
7
月
5
日
（
木
）
9

時
か
ら
販
売
す
る
会
員
券
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
（
事
前
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
）
。

販
売
・
問
い
合
わ
せ

　
山
の
会
事
務
局
　
長
谷
川
商
店

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
7
4
1

　
　
　

お
ち
ゃっ
ぴ
先
生
の

ね
ん
ど
教
室

夏
休
み
手
作
り
体
験
教
室

第
44
回
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
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バイテック文化ホール自主事業
宝くじまちの音楽会

8月5日（日）午前9時から
バイテック文化ホールにてチケット発売！
日　時　10月5日（金）
　　　　開場 18時／開演 18時30分
会　場　バイテック文化ホール　大ホール
入場料　前売2,000円　当日2,500円（宝くじ助成による特別料金）
　　　　※全席指定
　　　　※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
　　　　※チケットの購入はお一人様5枚まで。
　　　　※前売チケット完売の場合は当日券はありません。
　　　　※車椅子席を利用される人は事前に問い合わせください。
主　催　中之条町・（一財）自治総合センター
後　援　中之条町教育委員会・上毛新聞社・群馬テレビ・FM群馬
問い合わせ　バイテック文化ホール　☎75・5174

南こうせつ with ウー・ファン ～心のうたコンサート～

①アザラシ缶②ペンちゃんとピヨちゃん



Information

期
　
間
　
7
月
6
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
9
月
9
日
（
日
）

　
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」
で
は
、
企

画
展
「
真
田
忍
者
と
吾
妻
修
験
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
吾
妻
で
は
、
割
田
下
総
や
唐
沢

玄
蕃
を
は
じ
め
と
す
る
忍
者
が
活

躍
し
て
い
ま
し
た
。
関
連
す
る
新

し
い
資
料
も
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
企
画
展
で
は
、
吾
妻
で

展
開
さ
れ
た
修
験
者
（
山
伏
）
・

地
侍
ら
に
よ
る
諜
報
活
動
を
紹
介

し
、真
田
忍
者
に
迫
って
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館「
ミュゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

　
　
　
　
　
　
担
当
　
剱
持
直
樹

　
7
月
6
日
よ
り
開
催
す
る
企
画

展「
真
田
忍
者
と
吾
妻
修
験
」に
ち

な
ん
だ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
7
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
交
流
ホ

ー
ル

演
　
題
　
真
田
忍
者
の
実
像

講
　
師
　
真
田
忍
者
研
究
会
会
長

武
術
家
　
伊
與
久
大
吾
さ
ん

定
　
員
　
1
9
0
名

入
場
料
　
無
料

そ
の
他
　
甲
陽
流
躰
術
な
ど
様
々

な
武
術
の
実
技
も
披
露
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館「
ミュゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

　
　
　
　
　
　
担
当
　
剱
持
直
樹

　
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
活
動
を

推
進
し
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ

く
り
の
基
礎
を
培
う
た
め
、
郡
内

各
学
校
代
表
作
品
の
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間
　
7
月
5
日
（
木
）
〜

19
日
（
木
）
※
9
日
、
17
日
休
館

時
　
間
　
9
時
30
分
〜
19
時

初
日
5
日
は
16
時
30
分
〜
19
時

最
終
日
19
日
は
16
時
ま
で

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館

問
い
合
わ
せ

　
郡
歯
科
医
師
会
事
務
局
（
木
暮

歯
科
医
院
）

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
2
0
7
5

　　
中
之
条
小
学
校
放
課
後
こ
ど
も

教
室
に
参
加
し
て
い
る
1
年
生
か

ら
3
年
生
の
児
童
1
4
1
名
が
、

七
夕
飾
り
を
中
之
条
駅
に
設
置
し

ま
し
た
。

　
こ
の
展
示
は
、
夏
の
風
物
詩
と

し
て
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の
願
い
が
書
か
れ
た
短

冊
や
創
作
性
に
溢
れ
た
様
々
な
飾

り
が
、
駅
を
利
用
す
る
人
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
七
夕
飾
り
は
、
7
月
13
日（
金
）

ま
で
中
之
条
駅
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
少
子
化
・

子
育
て
対
策
係

　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
安
原
崇
弘

日
　
時
　
7
月
22
日
（
日
）

9
時
30
分
〜
14
時
（
小
雨
決
行
）

集
合
場
所
　
奥
四
万
湖
（
堰
堤
手

前
駐
車
場
）

内
　
容
　
奥
四
万
湖
一
周
散
策
お

よ
び
ダ
ム
見
学

募
集
人
員
　
先
着
50
名

参
加
費
　
　
無
料

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
7
月
13
日
（
金
）

主
　
催
　
中
之
条
土
木
事
務
所
・

（
一
社
）
四
万
温
泉
協
会
・
中
之

条
町

そ
の
他
　
昼
食
は
各
自
持
参
。
参

加
者
に
は
、
お
菓
子
と
飲
み
物
、

粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
（
一
社
）
四
万
温
泉
協
会

　
　
　
　
　
☎
6
4
・
2
3
2
1

　
吾
妻
中
央
高
校
で
は
、
町
民
を

対
象
に
、
図
書
館
の
一
般
開
放
を

行
い
ま
す
。

開
放
日

7
月
23
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

時
　
間
　
9
時
〜
12
時

　
　
　
　
13
時
〜
15
時

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

　
図
書
、
雑
誌
、
新
聞
の
閲
覧
、

図
書
の
貸
し
出
し
（
1
人
3
冊
ま

で
、
2
週
間
）

利
用
方
法
　
正
面
か
ら
入
り
、
必

ず
校
内
事
務
室
で
受
付
を
し
て
か

ら
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
受
付
時
に
は
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
、
学

生
証
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
県
立
吾
妻
中
央
高
校

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
4
5
5

　
担
当
　
学
校
司
書
　
髙
野
喜
子

15

催
　
し

博
物
館「
ミ
ュ
ゼ
」企
画
展

真
田
忍
者
と
吾
妻
修
験

歯
と
口
の
健
康
啓
発

図
画・ポ
ス
タ
ー
展
示

奥
四
万
湖
散
歩・

ダ
ム
見
学
会

吾
妻
中
央
高
校
図
書
館
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
ミ
ュ
ゼ
」文
化
講
演
会

真
田
忍
者
の
実
像

中
之
条
小
学
校
放
課
後

こ
ど
も
教
室  

中
之
条
駅
に
七
夕
飾
り

なかのじょう H30.7 No.６75

い
　
よ
　
く
　
だ
い
ご

■夏休み中の幼稚園を開放します ※保護者同伴でお出かけください。園児と未就園児が対象です。

問い合わせ

☎75・2428

☎75・2007

☎80・7221

園　　開　　放図書貸し出し・図書コーナー開放
《日　　時》

7月25日（水）・8月1日（水）
8月8日（水）は返却のみ
8時30分～9時30分

7月25日（水）～8月3日（金）
（土・日曜日を除く／8月3日（金）は返却のみ）

9時30分～10時30分
7月23日（月）～8月17日（金）

（土・日・祝日を除く／8月17日（金）は返却のみ）
10時30分～11時30分

《日　　時》
7月25日（水）・
8月22日（水）

9時30分～11時30分
7月25日（水）・8月8日（水）
9時30分～11時30分

【予告】10月5日（金）10時～11時 
7月23日（月）～8月17日（金）
（土・日・祝日を除く）
13時30分～15時30分

《内　　容》
パネルシアター・リズム遊び・

幼児教育相談　等

玩具などの製作・紙芝居・
園庭遊び・幼児教育相談

玩具などの製作・パネルシアター・園庭遊び・幼児教育相談

園庭遊び

中之条幼稚園

沢田幼稚園

六合こども園



Information

～わが町の文化財～

大國魂神社の蛙像
ふるさと
再発見
〈270〉

日
　
時
　
7
月
21
日
（
土
）
〜

29
日
（
日
）
9
時
〜
16
時

（
21
日
は
13
時
か
ら
）

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
展
示
ホ

ー
ル

・
油
彩
、
水
彩
、
パ
ス
テ
ル
な
ど

の
作
品
を
約
40
点
展
示

・
白
葉
会
で
は
、
随
時
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
5
1
8
6

　
　
　
　
　
　
　
飯
塚
洋
行
さ
ん

期
　
日
　
7
月
22
日
・
29
日
・
8

月
5
日
（
各
日
曜
日
）

会
　
場
　
中
之
条
球
場
ほ
か

申
込
方
法
　
監
督
会
議
に
参
加
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
監
督
会
議
】

日
　
時
　
7
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
18
時
30
分
〜
　
　

会
　
場
　
役
場
大
会
議
室

問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
野
球
部
事
務
局
（
役
場

総
務
課
内
）
　

　
☎
7
5
・
8
8
0
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
担
当
　
安
原
隆
一
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安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメ
ール配信します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み
込んで何も入力しない空メールを送り、案内に従って
登録してください。QRコードが読み込めない場合は、
ml.town_nakanojo@e-park.ne.jpにメールを送っ
てください。

問い合わせ 役場企画政策課企画調整係
☎75・8837（直通）

ま
ん
か
ち
か
え
る

ま
ん
か
ち
た
ち

白
葉
会
美
術
展

ス
ポ
ー
ツ

第
73
回

町
内
対
抗
野
球
大
会

公益財団法人群馬県市町村振興協会

　
中
之
条
町
の
大
國
魂
神
社
（
英
霊
殿
）
の
境
内

に
高
さ
1
4
0
㎝
、
幅
1
2
0
㎝
の
台
座
の
上
に

載
る
カ
エ
ル
の
像
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
像
の
意
味

を
知
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
二
十
九

年
の
九
月
に
行
わ
れ
た
中
之
条
町
平
和
式
典
・
戦

没
者
追
悼
式
の
お
り
、
遺
族
会
会
長
の
町
田
さ
ん

の
挨
拶
の
中
に
「
こ
の
度
関
係
者
の
お
骨
折
り
で

カ
エ
ル
の
台
座
を
新
し
く
す
る
こ
と
が
で
き
て
竣

工
式
を
行
い
ま
し
た
。
」
と
の
お
話
を
伺
っ
た
こ

と
で
す
。

　
カ
エ
ル
像
は
戦
時
中
戦
地
に
赴
く
兵
士
の
家
族

が
無
事
を
願
っ
て
作
っ
た
も
の
で
し
た
。
こ
の
カ

エ
ル
は
ヒ
キ
ガ
エ
ル
で
、
土
地
の
人
は
「
マ
ン
カ

チ
ガ
エ
ル
」
と
呼
ぶ
カ
エ
ル
で
す
。
漢
字
で
書
く

と
「
万
勝
帰
る
」
と
な
り
「
幾
多
の
戦
い
を
勝
ち

抜
き
帰
還
す
る
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
カ

エ
ル
像
が
作
ら
れ
た
の
は
戦
時
中
の
こ
と
で
、
斉

木
石
材
店
の
俊
明
さ
ん
の
父
市
太
郎
さ
ん
と
、
今

は
横
浜
市
在
住
の
佐
藤
憲
行
さ
ん
の
父
勉
さ
ん
が

共
同
制
作
し
た
も
の
で
し
た
。
大
國
魂
神
社
の
鳥

居
の
左
手
に
、
浅
間
石
の
石
積
み
を
セ
メ
ン
ト
で

補
強
し
た
台
座
に
載
っ
た
カ
エ
ル
の
像
が
隠
れ
る

よ
う
に
置
か
れ
て
あ
り
ま
し
た
が
、
台
座
の
傷
み

が
目
立
ち
、
斉
木
さ
ん
佐
藤
さ
ん
が
父
親
の
思
い

を
受
け
継
ぐ
か
た
ち
で
以
前
よ
り
少
し
目
に
つ
く

場
所
に
台
座
を
作
り
直
し
て
移
転
し
ま
し
た
。
命

を
か
け
て
戦
場
に
赴
く
時
代
に
、
無
事
帰
る
こ
と

を
あ
か
ら
さ
ま
に
表
現
す
る
こ
と
が
た
め
ら
わ
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
カ
エ
ル
に
無
事
の
帰
還
を
願
う
例
で
は
、
貫
前

神
社
の
交
通
安
全
の
お
守
り
に
も
金
色
の
蛙
が
あ

り
ま
す
。
三
月
五
日
の
上
毛
新
聞
に
、
戦
時
中
神

社
境
内
の
大
木
に
カ
エ
ル
の
形
を
し
た
キ
ノ
コ

（
サ
ル
ノ
コ
シ
カ
ケ
）
が
生
え
、
出
征
兵
士
の
家

族
が
無
事
を
祈
っ
て
数
多
く
参
拝
し
た
こ
と
が
カ

エ
ル
の
お
守
り
の
起
源
と
あ
り
ま
し
た
。

　
町
田
さ
ん
宅
に
伺
っ
た
お
り
、
15
㎝
ほ
ど
の
木

彫
り
の
カ
エ
ル
が
立
ち
上
が
っ
た
像
を
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
万
勝
立
ち
帰
る
」
と

い
う
意
味
で
、
す
べ
て
の
戦
い
に
勝
利
し
、
負
傷

す
る
こ
と
も
な
く
、
立
っ
て
歩
け
る
ほ
ど
の
元
気

な
状
態
で
の
帰
還
を
願
う
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で

す
。

　
今
日
の
平
和
な
時
代
に
は
「
カ
エ
ル
」
と
「
帰

る
」
を
か
け
た
洒
落
の
よ
う
に
も
思
え
ま
す
が
、

国
家
の
態
勢
が
す
べ
て
戦
争
遂
行
に
向
か
っ
た
時

代
、
出
征
兵
士
の
無
事
を
願
っ
た
家
族
が
、
神
仏

に
願
い
、
カ
エ
ル
に
ま
で
も
無
事
を
祈
ら
ず
に
は

い
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
今
日
の
私
達
に
伝
え
て

い
る
も
の
で
す
。文

化
財
専
門
委
員　
松
本
倖
市
郎



「四万清流の湯」町民限定割引券

入浴料金１名様２００円

（２時間・大人小人共通）

使用期限 平成30年7月１日（日）から　　

平成30年7月３１日（火）まで

※この券１枚で、町民

１家族が入浴

できます。

切りとり

　より広く町民の皆さんに利用してもらえるように、期間限定で特別割引
を行います。
期　　間　7月1日（日）～31日（火）
割引内容　入浴時間（2時間）　1名200円
　　　　　※通常：大人500円、子供300円
利用方法　左下の割引券を切り取って持参し、入館時に受付の係員に渡し

てください。
※割引券1枚につき、1家族が利用できます。
問い合わせ　四万清流の湯　☎64・2610
営 業 時 間　10時～21時
定　休　日　第4水曜日（7月25日）

7月「町民限定割引」四万清流の湯
・・・・・・

四万清流の湯  露天風呂
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ュースと だいニュースとわだい

　佐藤さんは、現在自宅で暮らしています。
　とてもお元気で、昔の話をたくさん聞かせていただきました。
　日課は読書と晩酌、長寿の秘訣は、「何事もこだわらない」とのこと
です。

おめでとうございます
佐藤吉雄さん満100歳を迎えました

　歯と口の健康週間にあわせて、「群馬県親と子のよい歯
のコンクール」吾妻地区審査会が行われました。
　町の代表として、永井麻衣子さん・陽菜ちゃん親子、齋
田奈央さん、大志くん親子が参加しました。永井さん、齋
田さん親子ともに毎食後の歯磨きや定期健診など、親子で
歯の健康に取り組んでいるそうです。
　口の健康は、むし歯予防だけでなく、よく噛みよく飲み
込むことが体力・免疫力の向上につながり全身の健康に大
切です。歯を大切にして、家族みんなで「8020（ハチマ
ルニイマル）運動」を進めましょう。

親と子のよい歯のコンクール
吾妻地区審査会　6月1日

◁佐藤 吉雄さん（中之条町）
　大正7年5月25日生
◁佐藤 吉雄さん（中之条町）
　大正7年5月25日生

永井さん親子永井さん親子 齋田さん親子齋田さん親子



「四
万清
流の
湯」
町民
限定
割引
券

入浴
料金
１名
様２
００
円

（２
時間
・大
人小
人共
通）

使用
期限
 平
成3
0年
7月
１日
（日
）か
ら

平成
30
年7
月３
１日
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）ま
で

※こ
の券
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で、
町民

１家
族が
入浴

でき
ます
。

切り
とり
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　髙栁八郎さん（中之条
町）が、瑞宝双光章を受章
されました。学校教育の充
実に貢献されたこと、また
町議会議員として、永年に
わたり議会運営に尽力され
たことによる受章です。
　永年にわたる功績に敬意
を表するとともに、ますま
すのご活躍をお祈りいたし
ます。

　山本由平さん（入山）
が、旭日単光章を受章され
ました。元六合村議会議員
として、永年にわたり旧六
合村の議会運営に尽力され
たことによる受章です。
　永年にわたる功績に敬意
を表するとともに、ますま
すのご活躍をお祈りいたし
ます。

髙栁八郎さん
高齢者叙勲　瑞宝双光章

山本由平さん
高齢者叙勲　旭日単光章

　六合中学校が22年間行っている野反湖のシラネアオイ植栽活
動に対して、『全国森林レクリエーション協会会長賞』を受賞
ました。この賞は、農林水産大臣賞・林野庁長官賞に次ぐ賞
で、入賞したNPO団体など15団体の中で、唯一の学校団体で
した。
　シラネアオイの群落は、多くのボランティアの皆さんの協力
を得ながら、22年間に87,810株を植えてきました。5月に全
校で見学した綺麗な花を思い出しながら、自分たちの活動を誇
りに思い、協力してくれた人々に感謝し、今年も一生懸命に植
栽活動をしようと決意を新たにしました。

第30回森林レクリエーション地域
「美しの森づくり活動コンクール」協会会長賞受賞

　白根山系の高山植物を護る
会では、5月28日にチャツ
ボミゴケ公園付近の町道など
において外来種である「ハル
ザキヤマガラシ」の駆除を行
いました。作業には会員の
他、町民ボランティアなど
17名が参加し、約180キロ
のハルサキヤマガラシを駆除
しました。

白根山系の高山植物を護る会
外来種の駆除を実施！

ハルザキヤマガラシハルザキヤマガラシ
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第49回町民バスケットボール大会
6月17日　総合体育館（敬称略）

【男子】
優　勝　Go Go CHANCE
準優勝　SPLASH
３　位　P.J.B
　〃　　たなかや
M V P　吉野　陸

【女子】
優　勝　吾妻クラブ
準優勝　上州クィーンズ
M V P　川合里奈

町民バドミントン大会
5月27日　総合体育館（敬称略）

チームダブルス戦
優　勝　永井功一・山崎紳也
準優勝　山田拓郎・鈴木　清
第３位　塩見崇弘・小野力也

町民ソフトテニス大会
6月10日　町民運動場テニスコート

優　勝　　伊勢町チーム
準優勝　　中之条チーム
第３位　　六合チーム

町民ソフトテニスミックス大会
5月20日　小原崎テニスコート（敬称略）

優　勝　　武藤勝年　山本佳代子ペア
準優勝　　田村　晃　関　幸江ペア
第３位　　田村　裕　唐沢牧恵ペア

左から　田村晃・関ペア、武藤・山本ペア、唐沢・田村裕ペア左から　田村晃・関ペア、武藤・山本ペア、唐沢・田村裕ペア

　6月4日、町の自衛官募集相談員として、齋藤祐知さん、
鹿野富雄さん、西山茂さん、齋藤和彦さんの4名が委嘱され
ました。任期は2年間です。
　募集相談員は、自衛隊へ入隊を希望する人やその保護者ら
に自衛隊入隊に関して参考となる様々な情報を提供します。
また、自衛隊活動の普及・啓発活動なども行います。

自衛官募集相談員に4名を委嘱

　名久田13区が主催するポピーまつりは今年が最後
の開催になりました。天候に恵まれ、畑一面きれい
に咲いているポピーの花を楽しむ人やポピーの摘み
取りを楽しむ人など多くの人で賑わいました。会場
では、餅つき大会やポップコーン・ヨーヨーのプレ
ゼントなどのイベントも行われ、多くの子どもたち
が集まり盛り上がりました。

第18回ポピーまつり
5月20日　　赤坂地区

左から　西山さん、鹿野さん、齋藤（祐）さん左から　西山さん、鹿野さん、齋藤（祐）さん
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　伊参スタジオ映画祭が始まるきっかけとなった映画「眠る男」、「月とキ
ャベツ」の公開から今年で22年目を迎えます。映画祭で生まれたつながり
が実を結び、「月とキャベツ」の山崎まさよしさんと篠原哲雄監督が再びタ
ッグを組みました。
　原作は、横山秀夫さんの小説「影踏み」で、5月20日から6月13日の間、
町内を中心に撮影が行われました。
　本作は、主演の山崎さんをはじめ、恋人役の尾野真知子さん、母親役の大
竹しのぶさんのほか、映画「君の膵臓をたべたい」で注目を集めた北村匠海
さんや滝藤賢一さんなど、豪華な俳優陣が中之条町を訪れて撮影されまし
た。
　「影踏み」は、寝静まった民家に忍び込んで窃盗をする、通称「ノビ師」
と呼ばれる泥棒が主人公。山崎さん演じる主人公が、難事件に立ち向かいな
がら、過去と向き合い、人間として成長する姿が描かれます。
　伊参スタジオ映画祭実行委員会メンバーを中心に、町内外の有志により組
織された「影踏み応援隊」が、エキストラの募集や炊き出しなど全面的に撮
影の協力をし、本作の撮影現場を支えました。
　また、町民の皆さんには、撮影場所の提供やエキストラ出演などで協力し
ていただき、ありがとうございました。
　作品は2019年の春以降に全国公開されるほか、伊参スタジオ映画祭によ
る「影踏み」上映イベントを検討中です。

伊参スタジオ映画祭公式ホームページQRコード

伊参スタジオ映画祭実行委員会事務局
（役場観光商工課内）
☎75・8848（直通）　　担当　田村晃太

とキャベツ」公開から22年…　あのタッグが再び！
映画『影踏み』の撮影が町内で実施されました！

「月

影踏み応援隊の皆さん影踏み応援隊の皆さん

高校生役のエキストラの皆さん高校生役のエキストラの皆さん

カメラに向かってピースサインカメラに向かってピースサイン

撮影のリハーサル中撮影のリハーサル中（左から松岡プロデューサー、北村さん、山崎さん、尾野さん、篠原監督）（左から松岡プロデューサー、北村さん、山崎さん、尾野さん、篠原監督）

つむじでの撮影風景つむじでの撮影風景

なかのじょう H30.7 No.６75
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本さん夫妻・地域おこし協力隊古川さん
なかのんへ「こんこん草履」をプレゼント！山

　山本岩男さん・みなさん夫妻（入山）と地域おこし協力隊の古川葉子さんから、なかのんへ「こんこん草履」がプ
レゼントされました。
　特大のこんこん草履は、古川さんの発案に山本さん夫妻が賛同してくれたことで実現しました。なかのんのため
に、3人が力を合わせ一から作ってくれた最高の特注品！
　素敵なこんこん草履のプレゼントになかのんも大喜びでした。
　なかのんのこんこん草履のお披露目は7月22日の「花フェスタ夏2018」を予定しています。なかのんは皆さんに会
えるのを今から楽しみにしています。

018
中之条町防災フェア開催2

　6月3日、旧西中学校で「2018中之条町防災フェア」が開催
されました。約1，200人が来場し「防災」に触れることで、
「防災」について考えるきっかけができたと思います。
　体育館では、県警察音楽隊による演奏や非常食の炊き出しな
どが行われ多くの人で賑わいました。
　屋外では、消防や自衛隊などの特殊車両をはじめとした様々
な展示や、防災に関わる体験ブースが設けられました。
　また、中之条鳶職組合による「はしご乗り」や、幼稚園児に
よるバケツリレー、災害救助・放水訓練が行われました。　
【災害に備え、一人一人ができることから取り組みましょう！】
　災害時による被害を少なくするためには、一人一人が自ら取り組む｢自助｣、地域や身近
にいる人同士が助け合って取り組む「共助」、国や地方公共団体が取り組む「公助」が重
要であるといわれています。
　その中でも基本となるのが「自助」です。まず一人一人が身の安全を守ることです。特
に災害が発生したときは、自分が無事であることが最も重要です。これは、「救助される
人」でなく、「救助する人」になるためでもあり、「共助」へとつながります。
　そして、地域でも災害発生時に「共助」が実際にできるよう、助け合い体制を構築し、
防災に取り組みましょう。

なかのんのこんこん草履はこんなに大きいよ！なかのんのこんこん草履はこんなに大きいよ！左から伊能町長、山本みなさん、なかのん、古川葉子さん、山本岩男さん左から伊能町長、山本みなさん、なかのん、古川葉子さん、山本岩男さん
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はしご車の体験はしご車の体験

幼稚園児によるバケツリレー幼稚園児によるバケツリレー

地震体験車地震体験車

非常食の炊きだし非常食の炊きだし
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定期健診の勧め

健 康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

7月の当番医

1日㈰ （６４）２１３６
（８８）４３２１
（８３）７１１１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

四万診療所
草津こまくさ病院
西吾妻福祉病院

16日㈷ （７５）５１５５
（８２）２１８８
（８３）７１１１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

けんもち医院
長生病院
西吾妻福祉病院

8日㈰

22日㈰

（７６）３４３５
（８５）２２５９
（68）２７１１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

しまだ医院
長野原診療所
日赤

15日㈰ （７５）３０11
（９７）３８００
（７５）３０11
（６９）７４７０

内科

外科・夜間
休日開局薬局

吾妻さくら
桜井クリニック
吾妻さくら
ぐんま調剤薬局なかのじょう店

　
6
月
は
4
日
か
ら
の
一
週
間
が
歯

の
衛
生
週
間
と
い
う
事
も
あ
り
、
テ

レ
ビ
、
新
聞
、
雑
誌
等
で
、
歯
に
関

す
る
話
題
を
取
り
上
げ
る
機
会
の
多

い
時
期
で
し
た
。

　
学
生
の
う
ち
は
定
期
的
な
健
診
が

あ
り
、
痛
く
も
な
い
の
に
治
療
の
お

知
ら
せ
を
受
け
て
、
歯
科
受
診
を
し

た
と
い
う
経
験
を
お
持
ち
の
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
成
人
し

て
し
ま
う
と
、
そ
の
よ
う
な
機
会
は

激
減
し
、
人
に
よ
っ
て
は
皆
無
と
い

う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
歯
科
に

通
院
に
来
ら
れ
る
の
は
、
特
に
症
状

は
な
い
が
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け

ら
れ
る
方
、
痛
み
は
な
い
が
か
ぶ
せ

て
い
た
も
の
が
は
ず
れ
た
り
、
歯
が

か
け
た
り
と
、
不
都
合
が
生
じ
て
来

ら
れ
る
方
、
そ
し
て
、
痛
み
が
生
じ

て
か
ら
や
っ
て
来
ら
れ
る
方
、
な
ど

に
分
類
さ
れ
ま
す
（
中
に
は
痛
み
が

出
て
も
我
慢
し
て
受
診
し
な
い
方
も

い
る
で
し
ょ
う
）
。

　

む
し
歯
の
発
生
に
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
の
は
細
菌
で
あ
り
、
軽
い
風

邪
な
ど
の
よ
う
に
、
自
然
に
治
る
も

の
で
は
な
く
、
ま
た
、
薬
を
飲
ん
で

治
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
科

治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
治
り
ま
せ

ん
。
進
行
し
た
む
し
歯
は
、
歯
性
病

巣
感
染
と
い
っ
て
、
細
菌
の
つ
く
る

毒
素
が
血
液
を
通
し
て
全
身
に
ま
わ

り
、
口
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
炎
症

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

初
期
の
む
し
歯
は
気
付
き
に
く
い

の
で
、
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
院
で

の
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
を
お
勧
め
し

ま
す
。六

合
診
療
所　
歯
科　
林　
豊

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時で
す。できるだけ時間内に受
診してください。それ以外の
時間は、休日夜間当番病院
で受診してください。
・急患のための当番医制度で

すので、緊急患者以外の受
診はご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則とし
て往診はしません。
・変更する場合があります
ので、ご確認のうえ受診く
ださい。

7月　六合診療所　外来診療医師

（７５）２２３０
（８８）２０３０
（68）２７１１
（２６）３５９１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

後藤医院
布施医院
日赤
ウイン調剤薬局中之条店

29日㈰ （６７）２０３０
（８２）３９９９
（７５）３０11
（８０）１１５１

内科

外科・夜間
休日開局薬局

小池医院
櫻井医院
吾妻さくら
ぐんま調剤薬局長野原店

出張診療（括弧内は担当医師）
午　前 午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日土金木水火月

休診荒木山本藤原荒木午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

876542 3

休診午前

休診午後

1

休診荒木山本荒木荒木午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

15141312119 10

休診荒木山本藤原休診午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

222120191816 17

休診荒木山本荒木荒木午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

292827262523 24

藤原荒木午前

休診午後 休診

30 31

小　雨（荒木）
田代原（荒木）
小　雨（荒木）
赤　岩（荒木）

湯久保（荒木）
赤　岩（荒木）
広　池（荒木）
休み

4日
11日
18日
25日
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ダウンロードは 右のＱＲコードから

問い合わせ　役場企画政策課　広報係
　　　　　　☎７５・８８４６（直通）　　

※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとの負担となります。 
※広告が表示されますが、町とは何ら関係ありません。

行政情報アプリ

Information

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
5
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
16，277
7，930
8，347
6，782

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ 　　　　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成30年6月１日現在

窓口窓口

ー329

ー167

ー162

ー3

ー46.

ー16.

　　ー30.

ー40.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
5
月
中
の
届
出
）

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

23 なかのじょう H30.7 No.６75

「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています

「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています
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月の行事

休

休

2歳児歯科健診（受付：13時10分～13時20分）
2歳6か月児歯科健診（受付：13時20分～13時30分）

海の日

中之条町ふれあい町民プールオープン
中之条地区第9回スポーツ吹矢大会（総合体育館）
白根開善学校記録映画上映会（ツインプラザ）

住民健診・結核・肺がん検診・前立腺がん検診
（受付：9時～11時／13時30分～15時30分、ツインプラザ）

住民健診・結核・肺がん検診・前立腺がん検診
（受付：9時～11時／13時30分～15時30分、
ツインプラザ）
歴史と民俗の博物館「ミュゼ」企画展（～9月9日）
住民健診・結核・肺がん検診・前立腺がん検診
（受付：9時～11時／13時30分～15時30分、ツインプラザ）

予防接種（日本脳炎1期）（受付：13時～13時30分）

住民健診・結核・肺がん検診・前立腺がん検診
（受付：9時～11時／13時30分～15時30分、
中之条町保健センター）

住民健診・結核・肺がん検診・前立腺がん検診
（受付：9時～11時／13時30分～
15時30分、中之条町保健センター）
住民健診・結核・肺がん検診・前立腺がん検診
（受付：9時～11時／13時30分～15時30分、中之条町保健センター）
すくすく広場（10時～11時30分、六合保健センター）
住民健診・結核・肺がん検診・前立腺がん検診
（受付：9時～11時／13時30分～15時30分／
17時～19時、中之条町保健センター）

沢田地区野球大会（沢田グラウンド）
アウトメディア田澤雄作講演会（ツインプラザ）
住民健診・結核・肺がん検診・前立腺がん検診
（受付：9時～11時／13時30分～15時30分、中之条町保健センター）
胃がん検診・大腸がん検診 *要予約
（受付：7時～9時、役場庁舎内）
子宮頸がん検診・乳がん検診 *要予約
（受付：13時15分～13時45分、役場庁舎内）

休

休

休

休

休

休

休

休

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

8月2日（木）　博物館休館日
8月5日（日）　教習所休所日
8月6日（月）　図書館休館日
※各種相談日の日程は、25ページ相談ガイドをご覧ください。

9～10か月児健診（受付：13時10分～13時30分）

胃がん検診・大腸がん検診（受付：7時～9時、六合活性化センター）
子宮頸がん検診（受付：13時15分～13時45分、
中之条町保健センター）

第73回町内対抗野球大会（中之条球場ほか）
町民ソフトテニス大会（町民運動場テニスコート）
花フェスタ・夏（中之条ガーデンズ）

全国花のまちづくり中之条大会
（～23日、バイテック文化ホール）

両親学級（受付：9時15分～9時30分）
予防接種（日本脳炎1期）
（受付：13時～13時30分）

1歳6か月児健診
（受付：13時10分～13時30分）

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」文化講演会（ツインプラザ）

六合地区ソフトボール大会（六合野球場）
第73回町内対抗野球大会（中之条球場ほか）
山の会第44回町民ハイキング（東京都高尾山）
中之条大学 親子のワークショップ（ツインプラザ）

6か月児相談・BCG接種（受付：13時10分～13時20分）
4か月児健診（受付：13時20分～13時30分）

胃がん検診・大腸がん検診
（受付：7時～9時、六合保健センター）

公共料金納期限

ぷちくらぶ（10時～11時30分、中之条町保健センター）

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
バイテック文化ホールの休館日休

ツインプラザ図書館　　　　　　　　☎７6-3115
図書館の休館日休

◇社会福祉協議会へ
　・金　222,806円 中之条町母子寡婦会様

ご寄付ありがとうございました

休 休

休休 休

休休 休

休休 休

休休 休

休

休

休

7
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発酵食のレシピ●75
ポテトフライの発酵バターがけ

新じゃが芋適宜 / にんにく適宜 / サラダ油適宜 / 発酵バター適宜 / 醤油適宜

①新じゃが芋は皮つきのまま洗い、水気を拭き取ってから食べやすい大
きさに切る。にんにくは皮をむく。
②フライパンに切ったじゃが芋、にんにくを入れ、サラダ油をひたひたに
注ぎ、火をつける。
③中火にしてそのまま揚げていき、串がさくっと通る柔らかさになった
らじゃが芋、にんにくを取り出す。じゃが芋の大きさにもよるが、揚げ
時間は10分～15分程。
④器に盛り、醤油を回しかけ、発酵バターを添えてできあがり。
※発酵バターとは、バターの原料であるクリームを、発酵させてから作
るバターのこと

Information

25

作り方

材料

※健康診査と予防接種の日程は、24ページ7月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康相談

役場第2会議室法律相談 毎月の法律相談
（町顧問弁護士）

7月12日（木）　13時～17時
（予約制、前日12時までに予約）

人権相談 前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日　9時～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課7月11日（水）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

年金相談 渋川年金事務所
☎22-1614役場第3会議室7月11日（水）9時30分～16時

（渋川年金事務所へ要予約）（社会保険労務士、年金事務所職員）

介護相談
（地域包括支援センター職員） 地域包括支援センター六合

☎95-3041六合支所会議室7月11日（水）
14時～16時

7月13日（金）
13時30分～15時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

7月25日（水）
13時20分～（予約制）

のびっこ相談
（ことばの相談）

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所7月12日（木）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

事業者との契約トラブル相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費生活相談 郡消費生活センター
☎75-1166

町地域包括支援センター
☎75-8835中之条町保健センター認知症の人と歩む会

（認知症の家族を介護する人同士の情報交換会）

ツインプラザ7月28日（土）　9時30分～12時
（受付は11時30分まで）（司法書士と土地家屋調査士の合同開催）

司法書士県下一斉無料法律相談会 群馬司法書士会吾妻支部長
（田中司法書士事務所）
☎67-2485

なかのじょう H30.7 No.６75



～心と体を整える、自分思いのごほうび湯治～
　忙しい現代人向けの温泉＋食事＋アクティビティを組み合わせた
自分をいたわる、新しいスタイルの湯治プログラムです。ヨガやノ
ルディック・ウォーク、カヌーなどを楽しみ、40,000の病に効くと謳
われた温泉に浸かる。これらの要素を自分好みに自由に組み合わせ
ることで、短い時間でも存分に湯治気分を味わうことができます。
　7月31日（火）まで実施中！

Webページはこちらから「四万温泉」で検索！
http://shimaonsen.com/
問い合わせ：四万温泉協会　☎64・2321
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フォントを採用しています。

　
映
画
「
影
踏
み
」
の
ロ
ケ
風
景
を
撮
影
に
行
き
ま
し
た
。
何
度
も
リ
ハ
ー
サ

ル
を
行
い
、
本
番
で
も
同
じ
シ
ー
ン
を
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
撮
影
し
て
い
ま

し
た
。
映
画
撮
影
の
大
変
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
春
以
降
に
公
開
予
定
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
町
民
エ
キ
ス
ト
ラ
や
町
内
ロ

ケ
地
な
ど
知
っ
て
い
る
人
や
場
所
が
映
画
館
で
上
映
さ
れ
る
と
思
う
と
、
今
か

ら
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。（
S
）

【
広
報
原
稿
の
締
切
日
】　
8
月
号
は
7
月
6
日
、9
月
号
は
8
月
3
日
で
す
。

編 集 後 記

愛

花
を

で
る

見学・体験ツアーの参加者を募集中！　
問い合わせ  観光協会  ☎75・8814  http://tabinakanojo.com/ 旅なかのじょう 検索

アゲラタム8万本植栽
　7月の全国花のまちづくり中之条大会実行委員会（福田具可委員
長）によるアゲラタム苗の植栽が5月24日・25日の2日間行われ、
延べ130人を超える委員の皆さんの協力がありました。
　中之条ガーデンズ「スパイラルガーデン」周辺に植栽され、大
会時には一面ブルーの世界が広がり、来場者を魅了してくれると
思います。

アゲラタムアゲラタム植栽をする委員の皆さん植栽をする委員の皆さん


